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はじめに 

○「農林業センサス」って何ですか？ 

正式には「世界農林業センサス」といいます。 

日本では、1950 年から 10 年おきに実施されており、加えて、中間年には、

日本独自に農業センサス（2005 年より農林業センサス）が実施されている。 

調査は事業体を対象にするものと地域を対象にするものとに大別され、さら

に農業と林業、事業内容などの調査事項により 8 つの調査に分かれている。 

調査内容は、経営状態や経営面積、機械や施設の規模、生産物、経営の特徴な

どであり、日本の農林行政の基本となっている。（Wikipedia) 

 

⇒農業の国勢調査 みたいなものです。 

集計データは、農林水産省のサイトにありますが、PDF と、膨大なシート数

の EXCEL ファイルがあるだけで、それほど使いやすいものではありませんで

した（しかもデータは都道府県レベルまで） 

 また、大学で農業地理学を専攻された方は、「農林業センサス集落カード」（各

農家が回答する調査票。集落ごとで集計）を一枚一枚めくりながら地域の農業

の特徴や変遷を調べるという、気の遠くなるような作業をされた経験があると

思います。 

 つまり、ついこの間まで、「業界人による、業界人のためのマニアックなデー

タ」だったのです。 

 

○なぜ今「農林業センサス」なんですか？ 

 この状況を一変させたのが、総務省統計局の「e-Stat」への掲載です。今ま

で紙のカードやデータで公開されていた農林業センサスの集落データに位置情

報がつけられ、地図化することができるようになったのです。 

 ただ、未だ「誰でも簡単に」というわけではありません。GIS ソフトだけで

なく、表計算ソフトなどで“ちょっとしたコツ”が必要です。 

実は、大学（地理学専攻）に進んだ教え子が、このデータに興味を持って 

悪戦苦闘しているのですが、メールでいちいち答えるのが面倒になってきたの

で、手順を書く事にしました。地理学を学ぶ学生さん、地域密着型の教材を作

りたい先生を念頭に、ダウンロードから作図までを説明したいと思います。 

http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/index.html
https://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/toukeiChiri.do?method=init


Step１ データを調達する 

１．e-Stat にアクセスします。 

２．「データダウンロード」を開きます。 

３．「2010 年農林業センサス」の関連項目を選んで「次へ」をクリ

ックします。 

 

 

https://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/toukeiChiri.do?method=init


４．ダウンロードする地域と統計を選択します。 

 

５．データをダウンロードします。 

 

デスクトップ等に専用フォルダを 

作ってからダウンロードするとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域を選んで 

検索ボタン 

統計データ 

地図データ 

（集落の境界線） 



解凍したところ 

 
 

 

  

 

◆イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Shape ファイル群 

GIS ソフト（MANDARA） 

で使います 

Tbl ファイル 

テキストデータです。 

表計算ソフト（EXCEL）で 

使います 

地図データ 

表データ 

位置情報を媒介として連動 



Step2  

地図データと表データの連動 

１．GIS ソフト MANDARA を開きます。 

 

２．「地図データ取得」⇒「シェープファイル」を選択 

 

 

「マップエディタ」モードを 

選んで OK をクリック 

http://ktgis.net/mandara/


３．「Shape ファイル」を読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

このチェックを外す 

ファイルを選択して 

「開く」 

取り込みができたら 

「ファイル変換」 



地図が表示されたら「OK」をクリック 

 

４．地図ファイルを保存します。 

「ファイル」⇒「名前を付けて地図ファイル保存」 

 

名前はなんでも構いません。 

保存したら、「マップエディタ」を閉じます。 

 



５．地図ファイルを「MANDARA」で読み出す 

「ファイル」⇒「白地図・初期属性データ表示」 

 

先程保存した地図ファイルを読み込みます。 

 

 

 

 

ここにチェックを 

入れる 



６．読み込まれるとこのような画面が出ます。 

「白地図表示」をしてみてください。 

 

白地図が表示されたら 

OK です。 

 

 

 

 

 



７．表データを取り出します。 

「編集」⇒「クリップボードにデータのコピー」 

 

Excel を開いて貼り付けます。 

 

Excel ファイルに名前を付けて保存します。 

 

 

 



Step３ tbl データと Excel ファイルを 

合体させる 

１．一旦 Excel を閉じて新たに開きます。 

２．「ファイル」⇒「開く」から、 

「すべてのファイル」を対象とし、「tbl･･･」 

から始まる名前のファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

カンマとタブ区切り

を設定する 



表として取り込みました。 

 

３．取り込んだ表全体をコピーします。 

 

 

 

 

 



４．先程MANDARAから作った表を開き、 

 右側の余白に貼り付けます。 

 

 

一旦上書き保存します。 

 

 

ここに貼り付ける 



５．２つのデータは、並び順がマッチして

いない上、かけているものもあります。 

  これを揃えます。 

 

６．２つのデータの間に列を入れます。 

 



７．「農家数」というカテゴリを作ります。 

 

８．最初のセルに、農家数が入るように 

関数を設定します。 

 

 

関数の挿入 

vlookup 

関数を選ぶ 



検索値･･･元データの「KEYCODE」 

 

範囲・・・貼り付けた tbl データ 

列番号・・・ピックアップしたい数字があ

る列（例：R 列“合計”を出した

ければ“６”） 

 

検索方法・・・FALSE（完全一致） 



９． 

 

数値を下までコピーします。 

 

 

１０ 一旦「上書き保存」します。 

 

 

 

 

関数の論理式 

検索・抽出で 

ヒットした数字 

該当する数値が 

ないところは 

＃N／Aとなります 



Step４ データを MANDARA へ 

１．貼り付けたデータを含めて範囲指定し

ます。 

 

２．右クリックしてコピーします。 

３．MANDARA を開きます。 

４．「ファイル」⇒ 

「クリップボードからデータ読み込み」を 

します。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

５．「描画開始」で地図にします。 

 
※図自体にはあまり大きな意味はありません(^^;) 

あくまで方法の説明ですので。・・・・以上。 

追加したカテゴリ

が入っています 


